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OECD 東北スクール  

～2014 年 9 月 「東北・草の根大使」として パリで東北をアピールしよう！～ 

 

第 2 回 OECD 東北スクール 2012 年 7 月 31―8 月 4 日 福島県・いわき市開催 

 

テーマ：チーム＜環＞で団結！地域チーム活動の充実！ 

「みんなで決める力」「切磋琢磨、つっこむ力」「地域を考える力」「あきらめない粘り強さ」 

 

 

 

日程 各セッショ

ンのテーマ 

 ポイント ファシリテーター

又はスピーカー 

7 月 31 日

（火）  

第２回

OECD 東北

スクールへ 

ようこそ！ 

09:00- 

09:50 

オープニング・セレモニー！ 

 主催者のことば  

－OECD 教育局 バーバラ・イッシンガー局長 

－文部科学省 山中伸一文部科学審議官 

－福島大学東北スクール運営事務局 三浦浩喜教授 

－いわき海浜自然の家 松本 貞男所長 

 参加者生徒代表 

 生活の仕方や部屋の使い方（いわき海浜自然の家） 

福島大学東北スク

ール運営事務局 

 

 

10:00- 

10:50 

スプリングスクールを振り返ろう!  

 スプリングスクールでの到達点の確認！ 

 自分だけの＜心の一本の線＞。スプリングスクールから

サマースクールまでを振り返ろう！新しい仲間は、３．

１１から振り返ろう！新しい仲間も含めて、みんなの気

持ち、共有しよう。 

福島大学東北スク

ール運営事務局 

２０１４年

までのロー

ドマップ！ 

11:00-

11:50 

サマースクールから 2014 年までのロードマップ！ 

 サマースクールの位置づけ、目的確認、日程説明 

 ＜チーム環＞の仲間で、これから 2014 年までどうやって

進むの？次のワークショップは何するの？東北スクール

「2014 年までの未来地図」を確認しよう！ 

福島大学東北スク

ール運営事務局 

ランチ   12:00‐13:00   

テーマ別アクティビティー 大人対象ワークシップ 学び方を学ぶ 
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 2014 年ま

での軌跡を

記録！ 

13:00-

13:35 

自分の軌跡を記録する＜ポートフォリオ＞を始めよう！ 

 2014 年まで、達成したこと、苦労したこと、学んだ

こと、全てひっくるめて、自分の成長記・奮闘記とし

て記録しよう！ 

福島大学東北スク

ール運営事務局 

２０１４年

より先のこ

とまで考え

よう！ 

13:45- 

14:45 

２０１４年より先のことまで考えよう！ＯＥＣＤ東北スクー

ルは長期戦！ 

 4 つの「ＧＡＫＵ力」！  

 ＯＥＣＤ東北スクールと学校生活との両立できる？

受験と両立できる？ 

 なぜ、勉強をするんだろう？なぜ、高校・大学へ行く

の？ 

 ＜グローバル＞って必要？なぜ？グローバル生存学

って何？ 

松本紘総長（京都

大学） 

 

A.  

生徒対象 

チーム環の

未来を、夢

をアートに

しよう！ 

B.  

大人対象 

２１世紀に

求められる

人材育成と

東北の創造

的復興教育

を考える 

Ａ．生徒対象 

15:00-15:50 + 16:00-17:３0  

チーム環の、未来・夢をアートにしよ

う！ドームの完成！ 

 2014 年までのロードマップで広

がった夢と、ドキドキ・ワクワク

の未来をドームの形で表現しよ

う！ 

 新規参加チームも、自分のシルエ

ットを作成しよう！ 

 第一回東北スクール未完成ドーム

を完成させよう！ 

Ｂ．大人対象 

15:00-16:30 

２１世紀に求められる人材育

成と東北の創造的復興教育を

考える「大人熟議①」 

 ＯＥＣＤスキル戦略、イノ

ベーションと人材育成・教

育 

 ２１世紀に求められる人材

を育てるために教員に求め

られるスキル 

 

16:30-17:30 (夕食時まで続) 

アドバイザリーボード、ローカ

ルリーダー意見交換会 

Ａ．生徒対象 

磯崎道佳氏（美術

家） 

Ｂ．大人対象 

問題提起 

バーバラ・イッシ

ンガー（OECD 教

育局局長） 

指定討論者 

 上月正博審議官

（文部科学省） 

 小野寺雅之氏

（大谷幼小中） 

 角田直之氏（伊

達市立梁川中学

校） 

 畑中豊氏（大熊

町立大熊中学

校）  

19:00‐

20:30 

ドームに入ってあそぼう！ 
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8 月 1 日

（水） 

地域スクー

ルの活動発

表！ 

 

「座ってい

ないで、と

りあえず動

いてみた」

結果を話し

合おう！  

 

学びの「戦

略」①！ 

 ＯＥＣＤ東北スクールの地域での活動の報告をしよう！ 

 第１回スクール後から、＜チーム環＞のみんなとの夏の再

会までの間、各チームで、それぞれどんな活動をしてきた

か、発表！ 

 東北スクールの５つの柱※１の一つ「実社会と交わる・体

験する」で何か発見があったか？ 

 春に発表した自分たちがやりたいことのアイデアは、実行

可能？とりあえず、動いてみて、何が見えてきた？達成で

きたことは？見えてきた課題は？それを踏まえて修正し

たチーム案は？ 

 「エレベーター・テスト」訓練。各チームで 8 分（予定、

変更あり）で発表！「とりあえず動いた」結果の振り返り。

ファシリテーターによる「つっこみ」で、課題・修正案の

共有をしよう！ 

真田秀信氏（ユニ

クロ・フランス社

長） 

 

 

 

09:00- 

09:30 

ファシリテーターさんから学ぼう！ 

 「行動力」「実行力」「発想力」 

09:30-

09:50 

発表の前に・・・学びの「戦略」①！ 

 「つっこみ力（クリティカルシンキング）」「フィードバッ

ク力」「ＳＷＯＴ分析」 

10:00-

10:50 

各チーム発表とフィードバック！ 

いわき Solidarité チーム、いわき Takoyaki チーム、いわき東

北スマイルチーム 

11:00-

11:30 

いわき料理いっしょに作り隊チーム、相馬高校チーム 

 ランチ 12:00‐13:00 

 13:30- 

14:20 

伊達市合同チーム、チーム大槌、チーム気仙沼 

 パワーナップ 14:30-15:00 集中力が必要な一日には、仮眠でパワーを

倍増しよう！ 

 15:00-

15:50 

南三陸町戸倉中学校チーム、女川向学館チーム、釜石市立大

平中学校チーム 

16:00-

16:30 

大熊町 東北維新チーム、安達高校チーム、チーム・エンパワ

メントパートナー 

16:30-

17:00 

真田さんから「相馬チーム・いわきチームからのお手紙への

お返事」その後、チームミーティング 

生活自治 

キャンドル

ファイア 

19:00-

20:00 

キャンドルファイア 

* 地域レベルでの「産官学」を進めたチームに「ＯＥＣＤ賞」！ 

* チームのシンボルソングを作ったチームは、お披露目！ 
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8 月 2 日

（木） 

A.  

生徒対象 

学びの「戦

略」②！ 

 

B.  

大人対象 

２１世紀型

学びの実践 

Ａ．生徒対象 Ｂ．大人対象  

09:00-09:50 

学びの「戦略」②！ 

 聞いているだけじゃ、受け身の

ままじゃ、情報は入って来ない。

「情報を引き出す力」「インタビ

ューする力」 

 どんな答えを引き出したい？そ

の答えを引き出すためには、限

られた時間のなかで、どんな質

問をしたらよいのか、考えよう。 

09:00-09:50 

21 世紀型学びの実践：大人熟議② 

1）カリキュラム 

 新学習指導要領「生きる力」田

村学氏 

 「21 世紀型カリキュラム」佐

藤学氏  

 カリキュラムにおける「現場―

政策―研究」サイクル 

Ａ．生徒対象 

Lucie Mei Dalby

氏（フリーラン

ス・ジャーナリ

スト） 

インタビュイー 

 渡辺実氏 

 服部祐子氏 

 小原一真氏 

 山井 綱雄氏 

 Robert 

Verdier 氏 

 

Ｂ．大人対象 

スピーカー・コ

メンテーター 

 田村学氏（文

部科学省教

科調査官） 

 佐藤学氏 

（元東京大

学教育学部

教授、東京大

学客員教授、

学習院大学

教授） 

 

A.  

生徒対象 

経験者から

学ぼう！ 

 

Ｂ. 

大人対象 

２１世紀型

学びの実践 

 

10:00-10:40 + 10:50-11:40 

経験者にインタビュー！ 

 世界で、日本の文化やモノを紹

介するイベントを成功させるコ

ツは？成功するにはどうしたら

いい？どんな失敗があって、ど

うしたら問題を克服できる？経

験者から学ぼう！ 

 ステーションをめぐって実際に

経験者にインタビュー。 

 渡辺実氏（パリ市庁舎東日

本再生ヴィジョン展開催

者） 

 服部祐子氏（日仏文化セン

ター館長、ようこそジャパ

ン大使） 

 小原一真氏（福島写真家） 

 山井 綱雄氏(金春流能楽師) 

 Robert Verdier 氏（Planet 

Finance Japan） 

10:00-10:50 

２）地域スクール 

 12 チーム＋１ＥＰチームのロ

ーカルリーダーのインプット 

① 集合形態 

② 地域スクールの課題 

③ 課題に対して実施・試行した

対策、とその結果 

 田村学氏、佐藤学氏よりコメン

ト 

11:00-11:50 

３）現場発、教育改革提言 

 12 チーム＋１ＥＰチームのロ

ーカルリーダーのインプット 

① 教育現場の復興に関する普遍

的な課題 

② その課題の解決策実施の過程

で、ＯＥＣＤ東北スクールが、何

かを動かすツールとなりうる点、

足カセとなる点。 

 田村学氏、佐藤学氏よりコメン

ト 

ランチ 12:00‐13:00 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E3%83%BB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E3%83%BB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E3%83%BB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91%E3%83%BB%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E9%83%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E9%99%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E9%99%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E9%99%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
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チーム環 

みんなで 

「決める

力！」 

13:30-

14:20 

+ 

14:30-

15:20 

 

＜チーム環＞で決める力！ 「選択と集中」を考える 

 チーム環として、１２チームみんなの案を、２－３の案に

集約しよう！ 

 それぞれの案の実行可能性とユニークさなど 

 「集約する」ためには、選ぶ力、捨てる力、シナジーを考

える力、チーム全体で決める力が必要！  

須藤シンジ氏

（ＮＰＯピープ

ルデザイン研究

所） 

 

実施するた

めに必要な

アクション

は？ 

15:30-

16:30 

 

 

＜チーム環＞のシナリオを実現するためのアクションとは？ 

 具体的には何をしなければならない？ 

 何を創作しなければならない？ 

 日本から送らなければならないものは？現地（パリ）調達

できるものは？ 

 

P7８月３

日（金） 

テーマ担当

に分かれて

活動を始め

よう！ 

 

 

４テーマの

同時進行 

 

１．シナリオ 

２．資金調達 

３．ＰＲ 

４．ドキュメン

タリー 

09:00- 

09:50 

+ 

10:00- 

10:50 

＋ 

11:00- 

11:50 

 

１．シナリオ 担当 

 シナリオを詰めていく際のヒントとは？ 

 各チームの連携はどうする？ 

 ＜チーム環＞のシナリオと＜各チーム＞の分担を明確にしよ

う！  

 いつ、何を、誰が、どのように行う？シナリオ実施プランを

作ろう！ 

ファシリテータ

ー 

須藤シンジ氏

（ＮＰＯピープ

ルデザイン研究

所） 

インプット 

福島県立博物館

館長 赤坂憲雄

氏 

２．資金調達担当 

 なぜ、自分たちで資金調達をするの？ どうしてお金が必要

か？お金を集めるためには？出してくれる人は何を望んで

いる？ 

 どんな集め方があるのか？集め方によって、どんなお返しが

できるのか？ 

 チーム＜環＞のイベント実施、全員の渡航費、おおよそ、ど

のくらいの費用が必要になるか概算しよう 

 かかる費用や行動について、お金の集め方を考えよう！ 

 →お金を出してもらうためには、何が必要か？ 

 →お金の代わりに、助けてもらうことはできるか？ 

 →自分たちで稼ぐことは可能か？ 

 資金調達疑似体験ゲームで、プレゼン力・交渉力を高めよ

う！ 

 いつ、誰が、誰にどのようにお金を集める？資金調達プラ

ンを作ろう！ 

ファシリテータ

ー：吉川哲也

氏・大堀満氏 

（ＮＰＯジュニ

アエコカレッ

ジ） 

インプット： 

＊片貝英行氏

（ＮＰＯキッズ

ドア） 

＊吉野晃一氏 

（いわき市立小

名浜第一中学

校） 

＊箕輪 憲良氏

（Ｙａｈｏｏジ

ャパン） 

 

http://www.facebook.com/n/?n%2F&reqs.php&type=1&mid=678c4f0G5af3a2047609G3f27472G2&bcode=altnDut3_1.1343145923.AaSr54sohGDi0VDw&n_m=miho.taguma%40oecd.org&lloc=header
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３．コミュニケーション 担当 

  PR とは？コミュニケーションとは？ 

 忙しい大人の人に、わかってもらおう。＜キャッチコピー＞

を考えよう。＜ロゴ付き、一枚紙＞をつくろう。 

 どうやって＜チーム環の夢・計画＞をアピール・広報する？

様々な手段・ツールを考えよう （例、ブログリレーをしよ

う！ＰＲ大使をお願いしよう！チーム環全体のシンボルソン

グを作ろう！＜産官学＞から後援をとろう！ＯＥＣＤウェブ

サイトから発信しよう！等） 

 誰が、いつ、何をする？コミュニケーション・ＰＲプランを

作ろう！ 

ファシリテータ

北本英光氏：（電

通 コミュニケ

ーションデザイ

ナー ／ アト

リエリスタ） 

インプット： 

箕輪 憲良氏（Ｙ

ａｈｏｏジャパ

ン） 

４．セルフドキュメンタリー担当 

 なにをどう撮る？見る人に伝えたいことをうまく伝えるポイ

ント、こつは？ 

 地域スクールのセルフドキュメンタリーにフィードバックを

もらおう！ 

 ＰＲビデオクリップをつくろう！（午後の発表は絵コンテで） 

 誰が、いつ、何をする？セルフドキュメンタリー作成プラン

を作ろう！ 

梛木泰西氏（テ

レビマンユニオ

ン） 

 

 ランチ 12:00‐13:00 

担当チーム

のプランの

発表 

13:30-

14:20 

各テーマ担当チームの結果を発表！ 

 チーム全体の構想（木の全体を見る目）と各チームの動き（木

の枝葉を見る目）の両方を身につけよう！ 

福島大学東北ス

クール運営事務

局 

東北のアイ

デンティテ

ィーを再確

認しよう！ 

14:30-

15:20 

+ 

15:30-

16:30 

東北のアイデンティティーを再確認しよう！ 

 自分の地域、東北の文化・歴史をもっと知ろう！ 

 ＜ミッション・ポッシブル＞を再確認。東北の文化、復興を

世界にアピール！ 

赤坂憲雄氏（福

島県立博物館館

長） 

 

８月４日

（土） 

次回までの

課題、全体

確認 

09:00-

09:50 

 

 

次回スプリングスクールにむけて 

 次回スプリングスクールまでの課題の確認 

 地域スクールではなにをしたらいい？ 

福島大学東北ス

クール運営事務

局 

エンディン

グセレモニ

ー 

10:00-

11:00 

笑顔で解散、２０１3 年 3 月に再会！ 

 主催者からの講評 

 参加者からの感想発表 

 第 2 回ＯＥＣＤ東北スクール修了証 

 次回開催地・立候補募集 

福島大学東北ス

クール運営事務

局 

ＯＥＣＤ 

※１ 東北スクールの５つの柱：①自分で考える ②対話・熟義する ③創作する ④あそぶ ⑤実社会と交わる・体験する 

http://www.facebook.com/n/?n%2F&reqs.php&type=1&mid=678c4f0G5af3a2047609G3f27472G2&bcode=altnDut3_1.1343145923.AaSr54sohGDi0VDw&n_m=miho.taguma%40oecd.org&lloc=header

